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イソモンガラ Pseudobalistes fuscus (Bloch et 

Schneider, 1801)の未成魚１尾が、和歌山県田辺

湾沖の岩礁で、水深 27 m 地点から 2009 年５月

末に地元の漁師の大江冨夫氏により釣り上げら

れた（図１）。イソモンガラはインド・西太平洋

に生息する熱帯魚で、紀伊半島沿岸が分布の北

限となっており（益田・小林, 1994）、白浜沿岸

では稀である。全長 40 cm 以上になり、成長す

ると全身が黒ずむとともに、尾鰭の先端が伸び

るが（益田・小林, 1994）、本個体は全長 21 cm

の色鮮やかで模様のある未成魚であった。この

個体の成長を追う目的で、京都大学瀬戸臨海実

験所研究棟飼育室の小型水槽でまずは約半年間、

室温で流水飼育した。 

このイソモンガラ未成魚には冷凍オキアミを

ピンセットでつまんで与え、通常の餌にしたが、

人工のペレットも食べさせた。カメノテ、フナ

ムシ、ムラサキイガイを餌のメニュー加えた他、

時には陸生の餌も与え、キリギリス類、クロゴキ

ブリ、アシダカクモ、ミミズなど何でも食べた。 

水温が低下してきたので、2009 年 12 月下旬

に水族館の恒温水槽に移動して冬越しをさせた。

冬越しまでの約半年の期間中の成長は、いろい

ろな餌を与えて食べたが、ほとんど大きくなら

ないで、体色にも変化がなかった。 

2009 年 12 月 20 日、研究棟飼育室の小型水槽

から水族館第 4 水槽室バックヤードの循環式予

備水槽（水量 1t、水温 20－21℃）に移収した。

この水槽の同居魚は、次の 9 種 31 尾だった。ア

ザハタ 1、オオモンハタ 1、ヘダイ 1、メジナ 1、

ハタタテダイ 8、カゴカキダイ 16、ナンヨウツ

バメウオ 1、クロハギ 1、メガネハギ 1 尾。餌は

オキアミとペレット（日に 2 回与える）やアジ

の切り身（週に 1 回与える）とした。1 週間ほ

どしてから就餌を確認したが、ペレットは食べ

たかどうかは不明である。先に入っていたメガ

ネハギを警戒してか、ずっと水槽の上隅付近に

いたが、摂餌は良好だった。この水槽でも、た

まに久保田がピンセットでつまんだオキアミや

ペレットを与えると食べに寄ってきた。以前の

水槽での習慣を覚えていたのか、どの他の魚よ

り真っ先にやってきた。 

2010 年 3 月 5 日、展示水槽の 411-3 号水槽（水

量 3.2t、水温 21℃）に飼育展示のためこのイソ
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